
鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例

会
は
３
日
開
会
さ
れ
、
24

日
ま
で
開
か
れ
ま
す
。

介
護
保
険
料
引
き
上
げ

条
例
議
案
で
は
、
介
護

保
険
条
例
の
一
部
改
正
が

提
案
さ
れ
、
平
成

年
度

27

か
ら

年
度
ま
で
の
第
６

29

期
介
護
事
業
計
画
に
お
け

る
介
護
保
険
料
の
改
定
が

提
案
さ
れ
ま
す
。

基
準
額
で
第
５
期
の
保

険
料
月
額
５
３
８
３
円
を

６
２
４
２
円
に
８
５
９
円

（

％
）
増
額
（
年
間
１

16
万
３
０
０
円
増
額
）
す
る

案
で
、
県
内

市
で
は
最

13

高
水
準
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
段
階
の
見
直
し

で
は
、
現
行

段
階
か
ら

10

段
階
に
細
分
化
し
、
応

12能
負
担
原
則
を
強
化
し
ま

し
た
。

さ
ら
に
介
護
保
険
法
の

経
過
措
置
に
基
づ
き
、
現

行
の
介
護
予
防
給
付
の
訪

問
介
護
及
び
通
所
介
護
の

新
制
度
へ
移
行(

保
険
給

付
か
ら
外
す)
を
２
年
間

延
期
し
、

年
４
月
１
日

29

か
ら
「
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
」
を

実
施
す
る
提
案
で
す
。

保
育
新
制
度
で
負
担
増

に
な
る
人
も

４
月
か
ら
実
施
の
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
に
あ
わ
せ
て
、
保
育

所
条
例
の
一
部
改
正
で
は

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
保

育
料
か
ら
「
使
用
料
」
と

す
る
こ
と
、
市
保
育
実
施

条
例
の
廃
止
が
提
案
さ
れ

ま
す
。

保
育
料
は
現
在
、
「
子

ど
も
手
当
」
創
設
に
伴
う

年
少
扶
養
控
除
廃
止
に
よ

っ
て
、
所
得
の
算
定
に
影

響
が
出
な
い
よ
う
、
廃
止

前
の
所
得
を
算
定
し
て
決

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
新
制
度
で
は

こ
の
措
置
が
さ
れ
な
い
た

め
、
保
育
料
の
引
き
上
げ

と
な
る
人
が
現
れ
ま
す
。

幼
稚
園
保
育
料
は
、
定

額
負
担
か
ら
応
能
負
担
に

変
わ
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
を
掲
げ
な

が
ら
市
民
の
負
担
増
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。

「
任
期
付
職
員
」
導
入

市
一
般
職
の
任
期
付
職

員
採
用
条
例
の
制
定
は
、

国
の
法
律
（
平
成

年
）

14

に
基
づ
き
、
３
～
５
年
の

任
期
を
定
め
た
採
用
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
も
の
。

「
任
期
付
」
と
い
う
制

度
が
、
「
一
定
期
間
内
に

終
了
」
「
一
定
期
間
内
の

業
務
の
増
加
」
を
要
件
と

し
て
お
り
、
正
規
職
員
を

減
ら
す
た
め
の
置
き
換
え

や
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員

の
雇
い
止
め
に
よ
る
置
き

換
え
を
許
さ
ず
、
安
定
雇

用
を
図
る
措
置
こ
そ
必
要

で
す
。

新
市
建
設
計
画
延
長

新
市
建
設
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
は
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
「
合
併

特
例
債
の
期
限
５
年
間
延

長
」
に
基
づ
き
、
平
成
32

年
度
ま
で
計
画
期
間
を
変

更
す
る
も
の
で
す
。

地
方
交
付
税
は
合
併
算

定
替
え
の
段
階
的
縮
小
で

平
成

年
度
に
は
約

億

32

40

円
減
少
し
、
特
例
債
は
限

度
額
４
９
８
・
７
億
円
を

見
込
み
、
投
資
的
経
費
を

年

～

億
円
と
し
て
い

75

70

ま
す
。

人
件
費
は

年
度
に
約

28

３
億
円
を
カ
ッ
ト
し
、
年

々
減
少
し
て
行
政
力
の
縮

小
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

請
願
は
い
ず
れ
も

共
産
党
単
独
紹
介

請
願
は
２
件
提
出
さ

れ
、
「
農
協
改
革
を
は
じ

め
と
し
た
『
農
業
改
革
』

に
関
す
る
請
願
」
（
県
農

協
労
働
組
合
）
、
及
び
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
け
る
国
会

決
議
の
厳
守
を
求
め
る
意

見
書
提
出
の
請
願
」
（
田

川
食
健
連
）
で
、
い
ず
れ

も
紹
介
議
員
は
日
本
共
産

党
市
議
団
単
独
で
す
。
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た
め
に
離
職
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
が

看
護
師
不
足
の
根
本
的
要
因
で
す
。

そ
の
解
決
の
た
め
に
は
、
国
の
抜
本

的
な
改
善
策
が
必
要
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
安
倍
政
権
は
逆
に
医
療
費
抑
制

政
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

要
求
を
県
議
会
で

同
時
に
、
山
形
県
で
は
高
齢
者
人
口

当
た
り
の
看
護
師
養
成
数
が
全
国
で
最

下
位
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
を
改
善
す

る
こ
と
（
看
護
学
校
新
設
・
定
員
拡
大
）

が
極
め
て
重
要
で
す
。

私
は

年
前
か
ら
医
療
・
介
護
労
働

20

者
の
増
員
・
処
遇
改
善
を
求
め
る
運
動

に
携
わ
り
、
市
議
会
で
も
こ
の
問
題
を

繰
り
返
し
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
仕
事
を
県
議
会
で
大
き
く
進
め

て
参
り
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
し
て

い
ま
す
。

看
護
師
対
策
求
め
る
世
論
と
運
動

先
週
の
県
議
会
一
般
質
問
（
自
民
党
）

で
看
護
師
不
足
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
秋
、
庄
内
の
医
療
・
介
護
関
係

者
が
庄
内
地
域
の
看
護
師
養
成
定
員
の

拡
大
を
求
め
る
署
名
２
万
３
５
１
４
人

分
を
吉
村
知
事
宛
て
に
提
出
す
る
に
至

っ
た
、
世
論
と
運
動
の
反
映
で
す
。

し
か
し
県
答
弁
は
、
「
離
職
防
止
と

再
就
業
支
援
の
拡
充
」
で
、
実
効
性
の

期
待
で
き
な
い
内
容
で
し
た
。

医
療
と
介
護
に
重
大
な
影
響

看
護
師
不
足
は
、
鶴
岡
で
も
在
宅
医

療
や
入
院
医
療
、
更
に
介
護
に
も
大
き

な
制
約
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
日
本
の
看
護
師
配
置
基
準

は
、
欧
米
の
２
分
の
１
か
ら
３
分
の
１

程
度
と
な
っ
て
お
り
、
過
酷
な
労
働
の

３日、鶴岡田川地区女性後援会主催の「関とお

るさん県議選必勝・ひなまつり女性集会」が開

催され、約１２０人が参加しました。



昨
年
４
月
の
消
費
税
増

税
の
影
響
で
本
市
経
済
も

経
済
動
向
指
標
に
よ
る
住

宅
建
設
、
企
業
倒
産
、
消

費
動
向
な
ど
落
ち
込
み
が

大
き
い
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
転
換
と
消
費
税
増
税
中

止
を
求
め
て
い
く
べ
き
。

全
国
的
視
野
で
見
る
と

企
業
呼
び
込
み
型
の
開
発

は
成
功
し
て
い
な
い
。
慶

応
大
先
端
研
や
バ
イ
オ
関

連
産
業
施
設
に
多
額
の
支

出
を
行
っ
て
い
る
が
、
地

域
経
済
へ
の
還
元
・
影

響
、
今
後
の
見
通
し
は
。

地
元
企
業
、
地
域
産
業

の
基
幹
と
す
べ
き
農
林
漁

業
な
ど
地
域
の
資
源
を
生

か
し
た
事
業
発
展
に
力
を

注
い
で
こ
そ
地
域
経
済
の

発
展
、
好
循
環
に
つ
な
が

る
と
思
う
が
、
そ
う
し
た

施
策
展
開
の
考
え
方
は
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
低
所
得
者
の
割
合
が
増

加
し
国
の
補
助
削
減
で
保

険
税
の
引
き
上
げ
が
相
次

ぎ
、
極
め
て
高
額
と
な
っ

て
い
る
。
社
会
保
障
と
し

て
の
医
療
保
険
が
危
機
的

状
況
に
あ
る
。

こ
の
問
題
は
、
国
保
の

広
域
化
で
は
解
決
し
な

い
。
国
保
の
広
域
化
は
国

保
に
留
ま
ら
ず
、
政
管
健

保
、
健
保
組
合
の
都
道
府

県
単
位
化
を
も
た
ら
し
、

結
果
的
に
医
療
、
介
護
の

提
供
削
減
が
行
わ
れ
る
。

こ
れ
は
許
し
て
は
な
ら
な

い
。
市
と
し
て
反
対
の
声

を
上
げ
る
べ
き
で
は
。

国
保
の
安
定
運
営
の
た

め
に
は
、
国
庫
負
担
の
増

額
し
か
な
い
。
国
庫
負
担

増
額
を
求
め
つ
つ
市
と
し

て
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
を
増
や
し
て
市
民

の
負
担
軽
減
に
努
力
す
べ

き
で
は
。

今
年
の
平
和
事
業
は
戦

後

年
の
節
目
に
に
ふ
さ

70
わ
し
く
「
戦
争
を
し
な
い

・
さ
せ
な
い
」
と
い
う
思

い
を
改
め
て
市
民
が
深
く

共
有
で
き
る
事
業
に
す
べ

き
で
は
。

鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例
会
が
３
日
開
会
さ
れ
、
日
本

共
産
党
市
議
団
を
代
表
し
て
加
藤
太
一
議
員
が
総
括
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。

（
市
当
局
の
答
弁
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
2月27日入札分

・市サイエンスパーク調整池舗装工事（覚岸寺字水上234番地2）
(株)マルゴ 6,200,000円（6,424,000円）工期～3/31（落札率96.5％）

2月26日入札分
・市営七窪住宅屋根改修工事（下川字龍花崎36番地486）
不調

・市営美原住宅８号棟ベランダ劣化部等改修工事（美原町17番6号）
不調

土木課入札結果（ ）内は予定価格
2月26日入札分

・新形町高田豊田線表層改良工事(債務負担行為)（高田地内）
(株)三庄 2,800,000円（2,838,000円）工期～6/12（落札率98.7％）
・大泉橋鳥居町切添大橋線道路改良工事(債務負担行為)（鳥居町地内）
エスケイ建設(有) 2,770,000円（2,952,000円）

工期～5/15（落札率93.8％）
・湯田川７号線道路改良工事(債務負担行為)（湯田川地内）
エスケイ建設(有) 1,180,000円（1,390,000円）

工期～5/15（落札率84.9％）
・三瀬８号線ほか１路線道路改良工事(債務負担行為)（三瀬地内）
日栄産業(有) 2,300,000円（2,360,000円）工期～5/15（落札率97.5％）
・三和町舞台公園線ほか１路線道路改良工事(債務負担行為)（三和町
地内ほか）
(有)大泉建設 2,030,000円（2,056,000円）工期～5/11（落札率98.7％）
・大山馬町線道路改良工事(債務負担行為)（馬町地内）
(有)今野建材工業 3,890,000円（4,650,000円）

工期～6/30（落札率83.7％）
・本町三丁目井岡線道路改良工事(債務負担行為)（本町三丁目地内）
低入札価格調査のため落札決定保留中 －（5,135,000円）工期～6/1

地
域
資
源
を
生
か
し
た
地
域
経
済
発
展
策
を

ち
出
し
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
と
思
う
が
。

こ
の
４
月
か
ら
「
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
法
」
が

施
行
さ
れ
る
。
６
実
施
事

業
の
う
ち
必
須
事
業
は
相

談
事
業
と
住
宅
確
保
給
付

金
だ
け
。
法
の
趣
旨
に
基

づ
け
ば
生
活
困
窮
者
を
掘

り
起
こ
し
、
自
立
支
援
か

生
活
保
護
に
つ
な
ぐ
仕
事

に
な
る
。
市
は
と
の
よ
う

に
対
応
さ
れ
る
の
か
。

少
子
化
「
人
口
減
少
社
会
」
へ
の
対
応
を

少
子
化
「
人
口
減
少
社

会
」
へ
の
対
応
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

結
婚
し
子
ど
も
を
産

み
、
育
て
て
行
け
る
「
人

間
ら
し
く
働
き
生
き
て
い

く
」
た
め
の
雇
用
の
ル
ー

ル
が
壊
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
に
問
題
が
あ
る
。

今
回
議
題
と
な
っ
て
い

る
、
任
期
付
き
職
員
の
採

用
の
た
め
の
条
例
制
定

は
、
公
務
労
働
に
新
た
な

不
安
定
雇
用
労
働
者
を
増

や
す
こ
と
に
つ
な
が
ら
な

い
の
か
。

子
ど
も
の
医
療
費
無
料

化
が
中
学
卒
業
ま
で
実
現

し
た
の
は
大
き
な
子
育
て

支
援
と
な
っ
た
。

歳
ま

18

で
の
無
料
化
を
め
ざ
し
て

努
力
す
る
こ
と
。
保
育
料

の
負
担
軽
減
の
拡
大
、
教

育
分
野
に
お
け
る
学
校
給

食
費
無
料
化
に
つ
い
て
検

討
す
べ
き
だ
が
。

実
効
あ
る
貧
困
対
策
を

貧
困
と
格
差
の
拡
大
も

大
き
な
問
題
。
子
ど
も
の

貧
困
は
子
ど
も
の
責
任
で

は
な
く
、
成
長
と
共
に
得

る
べ
き
身
体
、
心
、
知
識

の
成
長
が
阻
害
さ
れ
自
立

と
進
路
選
択
の
制
限
と
な

り
貧
困
の
世
代
継
承
・
連

鎖
と
な
っ
て
い
く
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
法

が
昨
年
１
月
に
施
行
さ
れ

た
が
政
府
の
政
策
は
不
十

分
。
自
治
体
が
実
態
を
つ

か
み
実
効
あ
る
政
策
を
打

特
養
増
設
、
低
所
得
者
の
介
護
料
減
免
を

昨
年
６
月
に
「
医
療
・

介
護
総
合
法
」
が
強
行
さ

れ
た
。
要
支
援
介
護
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
安
上

が
り
サ
ー
ビ
ス
へ
に
移
行

さ
せ
た
り
、
要
介
護
認
定

の
省
略
を
含
め
、
実
態
に

そ
ぐ
わ
な
い
自
立
が
求
め

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
来
年
度
か
ら
特

養
入
所
を
原
則
「
要
介
護

３
以
上
」
と
し
、
特
例
入

所
は
事
実
上
市
の
承
諾
な

し
に
入
所
出
来
な
く
な
る

な
ど
特
養
の
入
所
制
限
が

行
わ
れ
る
。「
介
護
難
民
」

の
増
加
を
危
惧
す
る
。
特

養
の
増
設
と
低
所
得
者
の

利
用
料
減
免
が
課
題
と
考

え
る
が
。

今
議
会
に
介
護
保
険
料

引
き
上
げ
が
提
案
さ
れ
て

い
る
。
県
内

市
で
最
も

13

高
い
保
険
料
と
な
る
。
負

担
も
す
で
に
限
界
。
介
護

報
酬
引
き
下
げ
に
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
低
下
と
職
員
不

足
が
よ
り
困
難
に
な
り
介

護
崩
壊
に
な
り
か
ね
な

い
。
介
護
保
険
制
度
を
守

り
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は

国
庫
負
担
の
増
額
が
不
可

欠
。
国
に
強
く
求
め
て
い

く
べ
き
で
は
。

国
保
市
民
負
担
の
軽
減
を

戦
後

年
に
ふ

70

さ
わ
し
い
事
業
を


